物理Ⅱシラバス案

啓林館編集部


	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	物理Ⅱ
	３
	

	使用教科書
	使用副教材

	啓林館「物理Ⅱ 改訂版」
	啓林館「センサー 2008 物理」

	
	
	

	１　学習の目標等
	
	

	学習の目標
	物理的な事物・現象についての観察，実験や課題研究などを行い，自然に対する関心や探究心を高め，物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

	学習のねらい

	第１部 力と運動
	・運動とエネルギーについての基礎的な見方や考え方に基づき，物体の運動を観察，実験などを通して探究し，力と運動に関する概念や原理・法則を系統的に理解させ，それらを応用できるようにする。

	第２部 電気と磁気
	・電気や磁気に関する現象を観察，実験などを通して探究し，電気や磁気に関する基本的な概念や原理・法則を系統的に理解させ，それらをさまざまな電磁気現象に応用して考察できるようにする。

	第３部 原子・分子の世界
	・物質と原子に関する現象を観察，実験などを通して探究し，物質の物理的な性質が原子や分子などの運動によってもたらされることを理解させ，固体の性質を電子の状態と関連づけて考察できるようにする。
・光や電子の波動性と粒子性，原子や原子核，素粒子における現象を観察，実験などを通して探究し，量子的な考えなど基本的な概念や原理・法則を理解させる。

	第４部 課題研究
	・物理についての応用的，発展的な課題を設定し，観察，実験などを通して研究を行い，物理学的に探究する方法や問題解決の能力を身につけさせる。

	
	
	

	２　学習計画
	
	

	学期
	学習項目(配当時数)
	学習内容
	活動・備考等
	考査
範囲

	１


	第１部 力と運動(23)
	
	
	第

一

学

期

中

間

考

査

	
	第１章 物体の運動(10)

第１節 平面内の運動
第２節 放物運動

第３節 運動量の保存

第４節 反発係数
	平面内での物体の運動や，２物体が別々に動いているときの関係や衝突したときの運動の変化を学ぶ。
	実験１

「２物体の空中衝突」

実験２

「直線上の台車の衝突」

実験３

「平面内の２球の衝突」
	

	
	第２章 円運動と単振動(13)

第１節 円運動
第２節 慣性力と遠心力
第３節 単振動

第４節 万有引力
	円運動やばねにつるされたおもりの振動，惑星の運動など，周期的な運動のもととなる力の性質や，運動の様子について調べる。
	実験４

「等速円運動と向心力」

実験５

「単振り子の周期」
	

	
	第２部 電気と磁気(50)
	
	
	第

一
学

期

期

末
考

査

	
	第１章 電界と電位(14)

第１節 静電気
第２節 電界
第３節 電位

第４節 コンデンサー
	分子・原子レベルでの電気の力はたす役割を学び，静電気のはたらきについて定量的に検討を加え，理解を深める。
	実験１
「はく検電器の実験」
実験２
「等電位線」
実験３
「コンデンサーの電気容量」
	

	２
	第２章 電流(11)
第１節 電流
第２節 直流回路
	電気エネルギーの変換など，電流に関する技術の基礎になる，電流のはたらきについて学ぶ。
	実験４
「電池の内部抵抗と起電力」

実験５

「抵抗の精密測定」
	

	
	第３章 電流と磁界(9)

第１節 磁気力と磁界
第２節 電流がつくる磁界
第３節 電流が磁界から受ける力

第４節 ローレンツ力
	電流がつくる磁界や電流が磁界から受ける力，磁界中の荷電粒子の運動などについて学ぶ。
	実験６
「直流電流のつくる磁界」実験７

「コイルのつくる磁束密度」
	第

二

学

期

中

間

考

査

	
	第４章 電磁誘導と電磁波(16)

第１節 電磁誘導の法則
第２節 磁界中を運動する導体の棒

第３節 自己誘導と相互誘導

第４節 交流

第５節 電気振動と電磁波
	電磁誘導の法則について学び，磁束の変化と誘導電流の向き，大きさとの関係を知り，交流や電磁波について学ぶ。
	実験８
「電磁誘導」
実験９
「リアクタンス」
発展：ＲＬＣ直列回路
	

	
	第３部 原子・分子の世界(23)
	
	①，②のいずれかを選択履修が可能
①第１章・第２章(ただし第３節と第５節Ｄ項・Ｆ項を除く)・第３章
②第２章(ただし第１節を除く)・第４章
	

	
	第１章 原子・分子の運動(9)

第１節 物質の三態
第２節 気体の状態方程式

第３節 気体分子の熱運動

第４節 熱力学第１法則

第５節 状態変化と熱・仕事
	物質の三態変化などの熱現象が分子の熱運動によって説明できることを知り，分子などの熱運動の変化と物質の融解や熱膨張などの現象との関係について学ぶ。
	発展：多原子分子の固体のモル比熱
発展：二原子分子の気体の定積モル比熱
	第

二

学

期

期

末

	
	第２章 原子と電子(11)

第１節 電子の電荷と質量
第２節 光の粒子性
第３節 Ｘ線

第４節 粒子の波動性

第５節 原子モデル
	原子の内部構造を知り，粒子の波動性など原子レベルの小さな世界で成り立つ物理法則について学ぶ。
	
	考

査

	
	第３章 物質の性質と電子(3)

第１節 物質中の電子のエネルギー
第２節 固体中での電子のふるまい
	物質中での電子のエネルギーやふるまいについて学び，それらの知識が現代の生活に役立てられていることを知る。
	実験１
「電子のエネルギー準位間の移動と発光」
	

	
	第４章 原子核と素粒子(12)

第１節 放射線と原子核

第２節 原子核とエネルギー

第３節 素粒子と宇宙
	放射線とその利用，原子核の構造や核エネルギーについて学び，力の統一や素粒子と宇宙について知る。
	実験２
「霧箱製作と放射線の観察」

発展：特殊相対性理論でのエネルギーと質量の関係
	

	３
	第４部 課題研究(9)
	
	
	第

三

学

期

期

末

考
査

	
	第１章 課題研究の進め方(3)
第１節 自然を探究する姿勢と方法
第２節 研究の進め方
第３節 研究報告書の作成と研究発表
	過去の科学者と研究手法に学びながら，課題研究の一般的な進め方について，その要領や注意点を学ぶ。
	
	

	
	第２章 課題研究の実例(6)

第１節 ショ糖溶液の濃度と屈折率に関する研究
第２節 ボイル・シャルルの法則の検証
第３節 課題研究のテーマ例
	特定の物理的事象に関する研究と，物理学を発展させた実験に関する研究の具体例にならい，自ら課題を設定し，研究を行う。
	
	

	※この考査範囲は①，②のいずれかを選択履修した場合のもの

	
	

	３　評価方法とその観点
	
	

	評 価 方 法

	●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(関心・意欲・態度，思考・判断，観察・実験の技能・表現，
知識・理解)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。

	(1)授業への取り組み
授業に対する姿勢，学習態度，物理への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に関心・意欲・態度の項目を評価する。

	(2)ノートの記載内容
授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。

	(3)観察・実験等
観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などから評価する。評価の観点のうち，思考・判断，観察・実験の技能・表現に関する配分が大きい。

	(4)教科書・問題集の問題
各問題への取り組み，取り組んだ内容から評価する。

	(5)中間・定期考査
学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，思考・判断，知識・理解に関する配分がもっとも大きい。

	
	
	

	４　学習のアドバイス等
	
	

	１　日常生活の中で起こるさまざまな自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。
２　疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。
３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。


